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７．その他の主な事業

多文化共生の地域づくりに取り組みます。

多文化共生関連事業 16,434千円

新 外国人住民の相談・支援※相談員人件費含む

外国語対応相談員の配置

6,237千円

外国人受入環境整備事業
外国人材を活用したい農業者に対する研修会や相談会の実施

449千円 外国人介護人材受入支援事業
外国人技能実習生等が働くために必要となる研修支援

5,000千円

外国人等児童生徒サポート事業
外国語対応のサポーターを小学校〔24校〕・中学校〔9校〕に派遣

4,748千円

多言語音声翻訳アプリとタブレット機器の導入

※写真は総務省HP 「多文化共生の推進に関する研究会報告書」を参照

翻訳機の配備

新 新

拡
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その他の主な事業

e－市役所関連事業 115,811千円

ｅ-市役所の実現で
様々な業務の効率化
に取り組むよ。

文書管理・電子決裁システムの本格運用
意思決定の迅速化や事務の効率化

40,711千円庁内ネットワークのWi-Fi化 57,385千円

モバイルワークの推進 2,190千円

公共施設予約システムの機能向上
スマホ対応などシステムのバージョンアップ

7,865千円拡

RPAの本格導入 5,231千円

◆RPA（Robotic Process Automation）活用業務◆

特定疾患受給者証の負担区分確認作業（国民健康保険） など

・契約管理システムへの入力、電子入札の仕様書・図面アップロード

・市税還付口座入力業務

新
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その他の主な事業

e－広報推進事業 18,900千円

SNSによる情報発信の強化
LINEなどの活用による情報発信

1,980千円

記者会見の動画配信等 4,460千円

ホームページ運用管理
R2年度からホームページ検索エンジンのリニューアル

9,106千円

伝わる広報、時代に合った戦略的情報発信

転入などの異動届って時間かかるのよね。

システムの導入で、こう変わります。

 スキャニングにより入力軽減＝処理時間の短縮

 来庁者の受付から交付までの時間短縮

 来庁者の書類記載を最低限にし、負担軽減

 入力作業の誤り防止

窓口業務改善事業 18,593千円新

異動受付支援システムの導入
転出証明書をスキャニングして、住記システムに自動的にデータ連携

16,500千円

子育て・観光
・ごみに関する
メニューなど



40

８．特別会計の主な事業
国民健康保険事業特別会計 33,846,000千円

CKD（慢性腎臓病）対策・啓発事業 9,226千円
久留米大学や医師会と連携した啓発活動の展開

介護保険事業特別会計 27,486,000千円

介護予防普及啓発事業 38,851千円
介護予防に資する運動や講座等の実施、普及・啓発

RPAの導入
特定疾患受給者証の負担区分確認作業など、業務の効率化

1,272千円新

医療費適正化特別対策費 27,281千円

国保連合会に委託し、給付事務の適正化・申請事務の効率化に取り組みます。

海外療養費・海外出産育児一時金に係る翻訳業務 … 外国語で記載された申請書類の翻訳 ⇒ 給付事務の適正化
特別調整交付金（結核・精神）申請支援業務 … 申請に必要なレセプトの抽出や内容確認 ⇒ 申請事務の効率化

新

生活支援体制整備事業
「支え合い推進会議」設置への取組

51,421千円

介護予防
（ケアトランポリン健康運動教室）

生活支援体制
（ボランティア養成講座）
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特別会計の主な事業

競輪事業特別会計 22,100,000千円

農業集落排水事業特別会計 288,000千円

農業集落排水施設ストックマネジメント 14,795千円
施設の機能診断及び最適整備構想（施設更新）の策定

新

産官学連携選手強化業務
久留米競輪所属の選手強化のための検査費用委託

新 2,165千円施設改修検討業務
施設最適化に向けた検討業務

新 4,847千円

後期高齢者医療事業特別会計 4,482,000千円

後期高齢者保健事業 18,683千円
高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施

新

※事業イメージは厚生労働省HP
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について」の資料を参照
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９．主な新規事業
令和2年度の一般会計における新規事業は、52件 759,957千円です。
特別会計を含めますと、59件 802,495千円です。
このうち主な新規事業は、次のとおりです。

№ 頁 主な新規事業
予算額

(単位：千円)
事業内容

1 12 学習用コンピュータ実証校 36,567
GIGAスクール構想の展開を見据え、実証校において、学習用コンピュータの効果的な活用の

調査研究と授業実践を行います。

2 12

教育ICT推進コーディネー

ター（小学校1校・中学校

10校）

17,726
教務担当主幹教諭等を教育ICTを推進するコーディネーターとして専任化し、後補充として非

常勤講師を配置します。

3 13
スコア型英語4技能検定

（GTEC）の実施
22,602

英語力の向上を図るため、4技能（読む・聞く・書く・話す）の英語力を把握し、授業改善に活

用します。※令和2年度のみ中学2年生に加え3年生を対象とします。

4 15
保育士奨学金返済支援費

補助金
960

保育士の人材確保と離職防止を目的に、奨学金を利用して保育士資格を取得し、久留米市

内の保育施設等に常勤雇用として就職した保育士が、奨学金を返済するために要した費用の

一部を助成します。

5 15
3歳未満児保育所等入所確

保事業費補助金
25,200

保育需要の受け皿確保・待機児童解消を図ることを目的として、3歳未満児を積極的に受け

入れる保育所等へ補助を行います。

6 23
避難情報配信サービスの導

入
1,902

スマートフォンを所有していない情報弱者等を対象に、避難準備情報や避難勧告等を事前に

登録された電話に音声で伝達します。

7 24
市街地浸水対策事業

（一般会計事業）
107,050

市街化の進展に伴う土地利用の変化や、近年増加している集中的な豪雨による浸水被害の

軽減を図るため、ハード・ソフト両面から浸水対策事業に取り組みます。



№ 頁 主な新規事業
予算額

(単位：千円)
事業内容

8 30
事業継続力強化促進奨励

金
5,000

災害リスクに対応した事業継続力を強化するため、中小企業者が事前対策として取り組む防

災・減災計画の策定を支援します。

9 ー 議場バリアフリー改修 1,290 議場（本庁舎19階）バリアフリー対応のため、スロープと手摺を設置します。

10 － ライフデザインセミナー 500
結婚や子育てを応援する取り組みを促進するため、若い世代を対象としたライフデザインセミナー

を開催します。

11 ー 全国やきとリンピック 3,000
「第14回全国やきとリンピック」が久留米市で開催されるため、その運営事業費の一部を支援し

ます。（宿泊税充当事業）

12 ー
がんばる久留米の市立高校

応援事業
351

ふるさと納税を活用した市立高校応援寄付により、南筑高校と久留米商業高校の教育環境の

向上に向けた学校の備品整備、全国レベルでの活躍が期待される部活動に対する支援を行い

ます。

13 －
中央図書館内部リニューアル

工事
17,404

現在５ヵ所に分かれている中央図書館の窓口を1階総合カウンターに集約し、業務のワンストッ

プ化による利便性と利用者対応の質の向上を図ります。

№ 頁 主な新規事業
予算額

(単位：千円)
事業内容

1 12 教育ICT活用事業 2,893,071
国のGIGAスクール構想に基づき、校内通信ネットワークの整備及び児童生徒1人1台に向けた

学習用コンピュータの整備に取り組みます。

2 23 防災重点ため池対策事業 25,200 防災重点ため池について、ため池機能の適切な維持・補強に向けた耐震調査を行います。

3 29
新インキュベーション施設整備

補助金
398,362 福岡県と共に、久留米リサーチ・パークが行う新施設整備の支援を行います。

令和元年度一般会計 3月補正予算における新規事業は、 3件 3,313,633千円です。
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問 合 せ 先

担 当 課：総合政策部 財政課

担 当：筬島、田中、浅野

電話番号：0942-30-9117


